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１．研究概要及び目的  

 2011年 3月に発生した東北太平洋沖地震及びその後に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故（以下，

原発事故）は，我国に大きな惨状をもたらし現在でも多くの問題が残っている．そのような中でも大量に発生

した災害廃棄物（ガレキ）の処理問題は被災地の復興にとって大きな妨げとなっている．環境省の調べによる

と，震災で発生したガレキの量は岩手県 4,755千トン，宮城県 15,691千トン及び福島県 2,082千トンと膨大で

あり，3県の廃棄物処理・処分量とも未だ発生量の 10%にも至っていない現状となっている 1)．更には，原発

事故で散布した放射性物質によって福島県内の土砂や災害廃棄物が汚染され，こちらの処理問題は，特に深刻

な課題として取上げられている．現在，福島県内の学校はじめ汚染土砂を地中に仮置きすることなどで処置が

施されているが，この場合，放射線の遮蔽を行う上で不十分であるとともに仮置きされた汚染土砂の管理及び

最終処分施設への運搬に多大な手間と費用を要する不利がある．しかし，その後も適切な対応策はほとんど講

じられておらず，被災地の不安は今もなお全く取り除かれていない． 

 以上を背景に本研究では，大量発生したガレキ処理問題の解決及び福島県内の汚染された土砂や廃棄物処理

の一助を目指し，ガレキの中でも大きなウエイトを占めるコンクリートガラの再利用技術として，ガラを粉砕

してできる再生骨材を用いて，汚染土砂を格納するための再生コンクリート容器の開発を行っている．並びに，

福島県内の汚染土砂を用いた測定実験から，開発した格納容器による放射線量低減効果を検討している． 

２．実験概要 

２．１ 格納容器概要 

 図－1に格納容器概要を示す．格納容器は壁厚 t=200mmを有し

た容器本体及び容器上部を閉塞するための蓋板で構成され，蓋閉

塞時に直径 φ=700mm，高さ h=800mm及び重量 595kgとなる円柱

形の再生コンクリートである．なお，本格納容器の作製時に用い

たコンクリートガラは宮城県で発生したもので，放射性物質によ

る汚染は確認されていない． 

２．２ 汚染土砂概要 

 福島県内で採取した土砂からサンプリングを行い，放射線測定

機器を用いて測定した結果，セシウム（以下，Cs）134が 31.4Bq/g，

Cs137が 48Bq/gであった．なお，格納容器内部に入れた土砂の重

量は 22.5kgであるため，Cs134が 706500Bq，Cs137が 1080000Bq

のガンマ線量を含む土砂である． 

２．３ 実験及び測定方法 

 図－2 に実験及び測定の概要を示す．実験はバッググラウンド

（以下，BG）放射線量 0.5μSv/h 程度である福島県内で行われたた

め，はじめに，汚染土砂無しの状態について図－2の要領で距離 L 
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図－1 格納容器概要 

300 

（単位：mm） 

700 

8
0
0
 

4
0
0
 

汚染土砂格納部 

土木学会第67回年次学術講演会(平成24年9月)

 

-21-

 

CS10-011

 



を変化させながら測定機器を用いて BG の放射線量

を計測した．その後，汚染土砂を直径 300mm，高さ

400mmの薄いプラスチック製容器に入れ，まず汚染

土砂のみについて同様に距離 Lを変化させて放射線

量を計測した（遮蔽無し）．次にプラスチック製容

器に入れた汚染土砂を再生コンクリート容器の内

部に格納し，上記までと同様に放射線量を測定した

（遮蔽有り）．遮蔽無し及び遮蔽有りそれぞれの値

から BG の値を差引き，求めた 2 つの値を比較する

ことで格納容器の遮蔽性能を評価した．なお，各放

射線量の測定は 3分間の放射線量（空間線量）の積

算値を 5~10 回程度測定し，その結果を平均して 1

時間当たりの空間線量当量（Sv/h）に換算した． 

３．実験結果及び考察 

 実験結果として，図－3 に 1 時間当たりの空間線

量当量と汚染土砂からの距離の関係を示す．実験結

果から，格納容器による遮蔽の有無に関わらず汚染

土砂表面からの距離に反比例して放射線量が低下

していることが容易に分かる．また，汚染土砂表面

からの距離別に遮蔽の有無で放射線量を比較する

と，L=0.2m（容器表面）の地点では，遮蔽無しが 1.71

であることに対し遮蔽有りは 0.15と，容器に格納す

ることで 0.15/1.71=1/11.2 に放射線量が著しく低下

した．L=0.3m（容器表面から 0.1m）の地点において

も，放射線量が 0.09/1.07=1/11.9に低下し，再生コン

クリート格納容器の放射線量低減効果が確認され

た．福島県では現在，各市町村内における空間線量

が連日発表されているが，1時間当たり 0.1μSv以下

の放射線量であれば，平常値（0.02~0.06μSv/h）2)と

の大きな差は無くなることから，被災地の不安が緩

和されることが考えられる．よって，本格納容器で

得た放射線量の低下幅は，今後の汚染土砂の処理に

対して大いに期待できる値である． 

４．まとめ  

 本研究で作製した再生コンクリート格納容器は，現地の汚染土砂から放出される放射線量を 1/11 以下に低

減する遮蔽効果を有している．そのため，今後に向けた汚染土砂の処理・処分方法の可能性を示すとともに，

大量の災害廃棄物の処理問題に対しても貢献できる． 

５．今後の展望  

 今回の研究成果を基に，今後は，汚染物の評価，再生コンクリートによる格納容器の設計・施工，格納後の

モニタリングを連携して行える体制を構築し，被災地の皆さんの安全と安心につなげたいと考える． 
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図－2 実験及び測定の概要 
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 図－3 放射線量と距離の関係 
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